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        No. 2484
2019 年 7 月 1 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
主
総
会
（
25

日
）。「
加
計
学
園
を
巡
る

問
題
で
国
会
に
参
考
人
招

致
さ
れ
た
元
首
相
秘
書
官

の
柳
瀬
氏
が
就
い
た
こ
と

に
対
す
る
質
問
が
目
立
っ

た
」「
２
０
１
９
年
度
は
減

収
減
益
を
見
込
む
が
、
配

当
は
年
間
１
９
０
円
と
10

円
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
先
週

号
の
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ

ア
が
話
題
に
。「
適
地
と
さ

希
望
と
安
心
の
日
本
を

　
　
　

日
本
共
産
党
が
参
院
選
公
約
を
発
表

　

日
本
共
産
党
は
６
月
21

日
、
参
院
選
の
公
約
「
希

望
と
安
心
の
日
本
を
」
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

志
位
委
員
長
は
発
表
に

当
た
っ
て
、
参
院
選
に
向

け
「
市
民
連
合
」
と
５
野

党
・
会
派
の
党
首
が
調
印

し
た
13
項
目
の
「
共
通
政

策
」
を
、
日
本
共
産
党
の

　

米
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
富
裕
層
が
来
年
の
大
統

領
選
候
補
者
に
宛
て
た
連

名
の
書
簡
を
発
表
し
、
最

富
裕
層
へ
の
増
税
を
行
う

よ
う
主
張
し
ま
し
た
。

　

発
表
し
た
の
は
著
名
な

ア
メ
リ
カ
の
超
富
裕
層

「
我
ら
に
増
税
を
」

　
　
　

大
統
領
候
補
に
書
簡

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

投
資
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ

ス
氏
ら
19
人
。

　

世
論
調
査
で
は
、「
最
富

裕
層
か
ら
の
適
度
な
徴

税
」
は
、
支
持
政
党
に
関

わ
り
な
く
大
多
数
の
支
持

を
得
て
い
る
と
し
て
、
大

公
約
の
冒
頭
に
掲
げ
た
と

述
べ
、
そ
の
う
え
で
公
約

の
九
つ
の
柱
（
表
）
に
つ

い
て
具
体
的
な
提
案
を
語

り
ま
し
た
。

　

志
位
氏
は
、
政
策
提
案

を
財
源
的
な
裏
付
け
を

も
っ
て
提
起
し
て
い
る
と

述
べ
る
と
と
も
に
、
公
約

で
掲
げ
た
国
民
の
願
い
を

実
現
す
る
上
で
、「
財
界
中

心
」「
ア
メ
リ
カ
い
い
な

り
」
と
い
う
自
民
党
政
治

の
二
つ
の
ゆ
が
み
を
た
だ

す
と
い
う
立
場
の
日
本
共

産
党
が
伸
び
る
こ
と
こ
そ

重
要
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

（
全
文
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

明日に希望が持てる政治に

日本共産党街頭演説会

　　　７月４日（木） 午前 10 時
　　　　　　　新宿駅・西口
弁士：党委員長・衆議院議員　　志位和夫
　　　党書記局長・参議院議員　小池　晃
    　   参議院議員（東京選挙区）吉良よし子

統
領
選
候
補
者
が
国
民
の

こ
の
意
識
を
認
識
し
賛
同

す
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

６
月
19
日
国
会
で
日
本

共
産
党
の
志
位
委
員
長
が

年
金
給
付
を
自
動
的
に
削

減
す
る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
の
廃
止
を
提
案
す
る

と
、
安
倍
首
相
は
、
年
金

削
減
の
自
ら
の
責
任
を
棚

に
上
げ
な
が
ら
「
ば
か
げ

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
で
７
兆
円
削
減

　
　
　

基
礎
年
金
が
２
万
円
減
る

　
　

こ
の
ま
ま
続
け
る
か
、

　
　

廃
止
し
て
「
減
ら
な
い
年
金
」
制
度
に
す
る
か

れ
た
秋
田
と
萩
は
、
地
図

を
見
れ
ば
ハ
ワ
イ
、
グ
ア

ム
射
程
の
真
下
だ
。
米
国

防
衛
の
た
め
だ
っ
た
こ
と

が
よ
く
わ
か
っ
た
」「
マ
イ

ク
ロ
波
の
生
体
へ
の
影
響

も
心
配
だ
」「
６
０
０
０
億

円
も
の
巨
費
投
入
は
拒
否

す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
日

米
安
保
か
ら
撤
退
発
言
。

「
安
保
廃
棄
は
歓
迎
だ
が
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
真
意

が
わ
か
ら
な
い
」「
米
軍
へ

の
経
費
を
日
本
が
さ
ら
に

負
担
し
ろ
と
言
う
の
が
本

音
か
」「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国

で
は
駐
留
米
軍
へ
の
金
は

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

イ
ラ
ン
情
勢
。「
タ
ン

カ
ー
攻
撃
は
ア
メ
リ
カ
は

イ
ラ
ン
と
し
て
い
る
が
真

相
は
不
明
だ
」「
国
連
安
保

理
が
緊
張
緩
和
に
向
け
当

事
者
に
対
話
に
よ
る
解
決

を
促
し
た
」「
ガ
ソ
リ
ン
価

格
が
上
が
ら
な
い
か
心
配

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

八は
ち

村む
ら

塁る
い

選
手
が
Ｎ
Ｂ
Ａ

ド
ラ
フ
ト
会
議
で
指
名
。

「
１
巡
目
の
全
体
９
位
で

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ウ
ィ
ザ
ー

ズ
に
指
名
さ
れ
た
」「
１
桁

順
位
は
日
本
人
初
の
快
挙

だ
」

　

６
月
21
日
、
労
働
の
世

界
に
お
け
る
暴
力
と
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
禁
止
す
る
条

約
と
勧
告
を
圧
倒
的
多
数

で
採
択
し
ま
し
た
。

　

条
約
は
、
暴
力
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
、物
理
的
、心

理
的
、
性
的
、
経
済
的
な

損
害
を
与
え
る
受
け
入
れ

が
た
い
行
動
と
幅
広
く
定

義
。
さ
ら
に
保
護
す
べ
き

対
象
を
、
労
働
者
だ
け
で

I LO
暴力とハラスメント禁止条約 
　初の国際労働基準を採択

な
く
、
契
約
の
形
態
に
か

か
わ
ら
ず
働
く
人
々
、
雇

用
の
終
了
し
た
人
や
求
職

者
な
ど
も
含
め
る
包
括
的

な
内
容
で
す
。

  

初
め
て
の
国
際
労
働
基

準
で
、
暴
力
と
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
は
人
権
侵
害
だ
と
明

確
に
示
し
た
画
期
的
な
人

権
条
約
で
す
。

た
案
だ
」
と
発
言
。
唐
突

に
（
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
を
廃
止
す
る
と
）
７
兆

円
と
い
う
数
字
が
飛
び
出

し
ま
し
た
。

　

志
位
氏
は
直
ち
に
厚
労

省
に
資
料
請
求
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
が
完
全
実
施
さ
れ

れ
ば
基
礎
年
金
（
国
民
年

金
）
は
、
２
０
４
０
年
時

点
で
本
来
約
25
兆
円
の
は

ず
の
給
付
総
額
は
18
兆
円

と
７
兆
円
も
減
り
、
現
在

６
万
５
０
０
０
円
の
基
礎

年
金
は
約
２
万
円
も
削
り

込
ま
れ
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
21
日
に

対
案
を
発
表
。
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
の
廃
止
の
た

め
、
財
源
と
し
て
年
収

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る

と
保
険
料
負
担
率
が
低
く

な
る
高
所
得
者
優
遇
の
保

険
料
制
度
の
見
直
し
、

　

県
民
の
４
人
に
１
人
が

犠
牲
に
な
っ
た
沖
縄
、
そ

の
追
悼
式
。
デ
ニ
ー
玉
城

知
事
は
、
辺
野
古
基
地
建

設
で
県
民
が
下
し
た
意
志

を
受
け
止
め
て
「
平
和
を

希
求
す
る
沖
縄
の
チ
ム
グ

ク
ル
（
真
心
）
を
世
界
に

発
信
す
る
」
と
決
意
を
述

べ
た
。
糸
満
市
の
小
学
生

は
戦
争
の
な
い
日
常
の
尊

さ
と
恒
久
平
和
の
決
意
を

こ
め
て
詩
を
朗
読
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
安
倍
首

相
の
挨
拶
は
沖
縄
県
の
民

意
を
逆
な
で
す
る
も
の
で
、

空
疎
で
白
々
し
か
っ
た
。

民
意
を
受
け
止
め
ら
れ
な

い
人
物
が
首
相
で
は
だ
め
、

辞
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
）

沖
縄
戦
没
者
追
悼
式

平
和
へ
の
決
意

　

安
倍
首
相
の
空
疎
な

　

挨
拶　

白
々
し
い

　
　

×　
　
　
　

×

　

九
州
北
部
、
四
国
、
中

国
、
近
畿
地
方
が
梅
雨
入

り
（
26
日
）。「
統
計
が
あ

る
１
９
５
１
年
以
降
で
最

も
遅
い
記
録
と
の
こ
と
」

「
27
日
、台
風
３
号
が
発
生

し
た
」「
28
日
に
関
東
南
岸

を
通
っ
た
が
大
き
な
影
響

は
な
か
っ
た
」

パンフレット紹介

「希望ある新しい政治を」
全国学者・研究者日本共産党後援会発行

　

小
池
晃
氏
（
日
本
共
産

党
書
記
局
長
）
と
岡
野
八

代
氏（
同
志
社
大
学
教
授
）

の
対
談
が
面
白
い
。

　

岡
野
氏
ら
の
慰
安
婦
問

２
０
０
兆
円
も
の
巨
額
積

立
金
の
計
画
的
取
り
崩
し
、

最
低
賃
金
引
き
上
げ
や
非

正
規
雇
用
の
正
社
員
化
に

よ
る
保
険
料
収
入
増
加
対

策
を
提
案
し
ま
し
た
。

題
の
研
究
に
自
民
党
杉
田

議
員
が
「
ね
つ
造
」
と
攻

撃
、
荻
生
田
議
員
も
「
反

日
学
者
に
科
研
費
を
使
わ

せ
る
な
」
と
発
言
、
学
問

へ
の
攻
撃
が
ア
ベ
政
権
に

な
っ
て
増
え
て
い
る
。
対

談
で
両
氏
が
圧
力
・
隠
蔽

と
の
た
た
か
い
の
意
義
を

語
る
。
最
後
に
「
若
者
よ
、

投
票
へ
行
こ
う
」
と
呼
び

掛
け
て
い
る
。

　

憲
法
、経
済
、沖
縄
、原

発
に
つ
い
て
四
名
の
学
者

が
一
文
を
寄
せ
、
共
産
党

の
大
学
政
策
を
示
し
て
い

る
。
ご
一
読
を
！

出
し
て
い
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｇ
20
（
28
、
29
日
、
大

阪
）。「
大
阪
は
厳
戒
態
勢

で
市
民
生
活
に
少
な
か
ら

ず
影
響
が
で
て
い
る
」「
東

京
の
主
要
駅
で
も
警
察
官

や
ガ
ー
ド
マ
ン
が
多
か
っ


